
⽯巻市
⼈⼝ 146,516⼈
世帯 61,268世帯
⾯積 554.58K㎡
（2017.9.30現在）

東⽇本⼤震災からの復興まちづくり
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壊滅的な被害を受けた⽯巻市雄勝町

⽯巻市の被害状況 １
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地震概要

発⽣⽇時 2011年3⽉11⽇（⾦）14時46分
震央地名 牡⿅半島の東南東約130kmの三陸沖
深さ 24ｋｍ
規模 M 9.0
震度 震度6強（⽯巻市）

津波の⾼さ T.P ＋8.6m（鮎川）
浸⽔⾯積 73 k㎡ (2011年4⽉18⽇)

※市内の13.2%（平野部の約30%）が浸⽔

津波概要
震源地

鮎川検潮所
⽯巻市

岩⼿県

⻘森県

秋⽥県

宮城県⼭形県

福島県

津波引波時の旧北上川中瀬地区（3⽉11⽇17:00） JR⽯巻駅前浸⽔状況（3⽉12⽇10:25）
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宮城県沿岸部の死者・⾏⽅不明者
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⼈的被害
死者 3,181⼈
⾏⽅不明者 420⼈
建物被害
全壊 20,041棟
半壊 13,048棟
⼀部損壊 23,615棟
合計 56,704棟（被災前全住家の76.6％）

避難状況
最⼤避難者数 50,758⼈
最⼤避難所数 259か所

（2011年3⽉17⽇時点）

被災した⾨脇⼩学校 陸に打ち上げられた船



２０１１年１２⽉に、復興の基本的な考え⽅や今後の復興に関する施策の展開、
地区別の整備⽅針など10年間の復興に向けた道標として策定

計画期間１０年

みんなで築く災害に強い
まちづくり

市⺠の不安を解消し、
これまでの暮らしを
取り戻す

暮らし、健康・福祉・医療

⾃然への畏敬の念をもち、
⾃然とともに⽣きる

産業経済、まちなか再⽣

施策⼤綱

未来のために伝統、⽂化
を守り、⼈･新たな産業
を育てる

教育、⼦育て、新産業創出

⽯巻市震災復興基本計画

基本理念

復旧期

再⽣期

発展期

新たな魅⼒と活⼒ある地域とし
て⽣まれ変わり、発展していく

2018
2019
2020

2011
2012
2013

⽣活や産業の再⽣に不可⽋な
住宅、⽣産基盤、インフラなど
の復旧を⾏う

復旧されたインフラと市⺠の⼒
を基に、震災に⾒舞われる以前
の活⼒を回復し、地域の価値を
⾼める

1 災害に強いまちづくり

2 産業・経済の再⽣

3 絆と協働の
共鳴社会づくり

防災、地域コミュニティ
減災都市基盤
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2014
2015
2016
2017
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津波の及ばない⾼台へ集団移転を図り、
住居の安全を確保

堤防と道路で津波を⼆重に防御し、住居や学校・病院を守る

⼟地利⽤の基本的な考え⽅
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市街地の復興状況
住まいの再建を復興の最優先課題とし、
⾼盛⼟道路から内陸部のエリアに住⺠の
意向を踏まえた⼟地区画整理事業を推進

新蛇⽥地区 20172011
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⽇々変わり続ける新蛇⽥地区の街並み

四季の並⽊道 せせらぎの⼩径 ⽔辺の空間



半島沿岸部の復興状況
宅地造成 46地区65団地が2017年度中に全て完成
復興公営住宅 市街地部・半島部併せて2017年度中に4,253⼾完成（進捗率約95％）
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※整備イメージ

※整備イメージ
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１ 公共交通指向型開発
によるまちづくり

２ かわまちづくりと
連動した賑わい創出

３ ⽂化芸術活動の推進による
⼈との豊かなふれあい

市街地再開発及び区画整理事業

★

★

★

★

★

★

★

★

★

旧観慶丸商店

旧⽯巻ハリストス正教会教会堂

（仮称）ささえあいセンター

★

中瀬公園

★

★市⽴病院

7いしのまき元気いちば

（仮称）防災センター

★

まちづくりを進めるにあたって
Creative, Community, Compact



公共交通指向型開発によるまちづくり
ＪＲ⽯巻駅周辺に保健・福祉・医療・介護・⾏政・防災等の拠点を集約整備し、
災害時の市⺠・来訪者の避難及び市⺠⽣活の復旧⽀援を迅速かつ確実に実施
市⽴病院と関係機関が連携し、市内各地で展開する地域包括ケアシステムを総括
（仮称）ささえあいセンターを多職種の連携・交流の拠点とし、包括ケアの効果が
市内全域に⾏き渡ることを⽬指す
これらの施設を市役所庁舎と歩⾏者デッキで連結し、相互の連携強化
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市⺠の買物等の利便性向上とともに、閉じこもりがちな⾼齢者が外に出る機会や
地域の⼈とのふれあいの場を創出

コンパクトな「歩いて暮らせるまちづくり」の推進
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川湊として栄えた歴史を踏まえ、かわとまちが⼀体となった空間を整備し、
まちのにぎわいを創出

かわまち交流拠点の整備

（仮称）かわまち交流センター

いしのまき元気いちば

⽔辺の緑のプロムナード
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東北地⽅整備局との連携事業
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県内唯⼀の国、県、市の連携による復興祈念公園
犠牲者への追悼と鎮魂の場を構築し、震災の経験と教訓を後世に伝承
総⾯積 38.8ｈａ
2017年3⽉19⽇起⼯式 → 2020年度完成予定

▲
▲

⽯巻南浜津波復興祈念公園の整備 東北地⽅整備局との連携事業

▲
▲



新たな魅⼒と活⼒ある⽯巻市を⽬指して

１ ⽯巻駅周辺に都市機能を集積・⾼度化した
中核拠点づくり

２ 地域包括ケアを市内全域で展開するための
多職種の連携・交流拠点づくり

３ かわまちづくりと連動した
賑わいと安らぎのあるコンパクトなまちづくり
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